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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における日本経済は、緩やかな景気回復のもと好調な自動車生産や住宅着工数も増加

し景気動向指数が４カ月連続で改善するなど引き続き堅調な内外需で推移してまいりました。

　世界経済は、トランプ政権による大規模財政支出への期待などから景気拡大基調で推移している米国経済や、金

融政策などの各種政策による中国経済の下支えにより、全体としては緩やかな拡大基調で推移してまいりました。

　このような状況のなか、当社主力販売先である自動車産業界における設備投資の状況につきましては、国内市場

では年明け以降円高推移から期初においては一時設備投資判断が慎重になりつつも、年後半には円安傾向にシフト

し各社堅調な企業業績や緩やかながらも景気回復基調を背景に、工具、機械設備ともに積極的な設備投資姿勢が継

続しており、当社製品ではハンドナットランナを筆頭に前年を上回り堅調な販売実績で推移してまいりました。

　また、海外市場では、米国、中国市場においてハンドナットランナの販売が前年比で大きく増加するなど全体で

堅調に推移してまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間は、売上高3,187百万円(前年同四半期比26.7％増)、営業利益791百万円(前

年同四半期比59.7％増)、経常利益756百万円(前年同四半期比41.0％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益507百

万円(前年同四半期比48.3％増)となりました。

なお、当社製品は、ネジ締付装置、同部品及びネジ締付工具でありますので、単一セグメントとして市場環境を

判断しております。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産は、5,075百万円と前連結会計年度末比283百万円の増加となりました。増

減の主な内訳は、受取手形及び売掛金が485百万円増加した一方、現金及び預金が200百万円減少したためであり

ます。

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、605百万円と前連結会計年度末比74百万円の減少となりました。増減の

主な内訳は、退職給付に係る負債が16百万円増加した一方、未払法人税等が38百万円、賞与引当金が26百万円減

少したためであります。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、4,469百万円と前連結会計年度末比357百万円の増加となりました。

増減の主な内訳は利益剰余金が412百万円増加したためであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期通期連結業績予想に関する事項につきましては、平成28年10月24日に「業績予想の修正に関す

るお知らせ」により公表した数値から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差

額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変

更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映

させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への

表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年

度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 671,578 471,145

受取手形及び売掛金 1,161,715 1,647,130

商品及び製品 264,413 239,973

仕掛品 243,432 185,851

原材料 497,005 634,162

繰延税金資産 83,086 68,253

その他 74,374 56,409

貸倒引当金 △4,033 △8,193

流動資産合計 2,991,573 3,294,733

固定資産

有形固定資産

土地 829,603 829,603

その他（純額） 534,577 526,689

有形固定資産合計 1,364,181 1,356,292

無形固定資産 35,643 32,105

投資その他の資産

繰延税金資産 40,990 42,513

その他 360,517 350,306

貸倒引当金 △800 △800

投資その他の資産合計 400,707 392,020

固定資産合計 1,800,533 1,780,419

資産合計 4,792,106 5,075,152
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 181,401 190,858

未払法人税等 157,900 119,367

賞与引当金 37,567 11,484

役員賞与引当金 － 16,000

その他 155,225 105,090

流動負債合計 532,093 442,799

固定負債

退職給付に係る負債 141,256 157,498

その他 6,188 5,136

固定負債合計 147,444 162,634

負債合計 679,537 605,434

純資産の部

株主資本

資本金 557,000 557,000

資本剰余金 639,750 639,750

利益剰余金 3,076,500 3,488,963

自己株式 △217,815 △218,235

株主資本合計 4,055,435 4,467,478

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,519 15,568

為替換算調整勘定 34,145 △16,765

その他の包括利益累計額合計 45,665 △1,197

非支配株主持分 11,468 3,436

純資産合計 4,112,568 4,469,718

負債純資産合計 4,792,106 5,075,152
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年12月20日)

売上高 2,516,533 3,187,217

売上原価 1,497,823 1,837,053

売上総利益 1,018,710 1,350,163

販売費及び一般管理費 522,977 558,559

営業利益 495,732 791,603

営業外収益

受取利息 1,312 61

受取配当金 1,212 1,702

為替差益 2,039 －

デリバティブ償還益 2,120 －

持分法による投資利益 32,798 11,487

その他 1,405 1,647

営業外収益合計 40,888 14,899

営業外費用

為替差損 － 50,010

雑損失 138 －

営業外費用合計 138 50,010

経常利益 536,483 756,492

税金等調整前四半期純利益 536,483 756,492

法人税、住民税及び事業税 181,221 243,831

法人税等調整額 16,594 11,730

法人税等合計 197,815 255,561

四半期純利益 338,668 500,930

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,685 △6,708

親会社株主に帰属する四半期純利益 342,354 507,639

決算短信 （宝印刷）  2017年01月27日 14時04分 6ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社エスティック(6161) 平成29年３月期 第３四半期決算短信

7

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年12月20日)

四半期純利益 338,668 500,930

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,185 4,048

為替換算調整勘定 △1,848 △18,797

持分法適用会社に対する持分相当額 △3,771 △33,435

その他の包括利益合計 △2,434 △48,184

四半期包括利益 336,233 452,745

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 341,660 460,776

非支配株主に係る四半期包括利益 △5,426 △8,031
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

当社は、平成28年11月30日開催の取締役会決議に基づき、平成28年12月21日を効力発生日として、株式分割を

行っております。

１．株式分割の目的

株式分割を行い、投資単位当たりの金額を引き下げることにより、投資家の皆様がより投資しやすい環境を

整え、投資家層の拡大と当社株式の流動性の向上を図ることを目的としております。

２．株式分割の概要

(1) 株式分割の方法

平成28年12月20日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主が所有する当社普通

株式を１株につき２株の割合をもって分割しております。

　

(2) 株式分割により増加する株式数

①株式分割前の発行済株式数 1,471,000株

②今回の株式分割により増加する株式数 1,471,000株

③株式分割後の発行済株式数 2,942,000株

④株式分割後の発行可能株式総数 5,000,000株

(3) 株式分割の日程

基準日公示日 平成28年12月２日

基準日 平成28年12月20日

効力発生日 平成28年12月21日
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